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マレーシア三菱東京 UFJ 銀行気配値１１日終値
　１マレーシアリンギ＝２６．９５１３円
　１米ドル＝３．０５７０マレーシアリンギ

東京外国為替市場　１１日17:00JST
　１米ドル＝ ８２．３８－４０円

ＫＬＣＩ指数　１１日 (前営業日比 ) 
　１６４１．５７  (  ＋９．４２ )

M A L A Y S I A
JIJI News Bulletin時事通信社

先物  銅 : 57,470 ｱﾙﾐ : 15,080 亜鉛 : 15,200 ﾆｯｹﾙ : 非上場
現物  銅 : 57,350- 57,550      ｱﾙﾐ : 15,070- 15,110
    亜鉛 : 15,150- 16,150     ﾆｯｹﾙ :123,500-124,500

上海メタル上海メタル（元／トン）＝先物は期近 [前営業日終値 ] ＬＭＥＬＭＥ（米ドル／トン）＝先物は3カ月物 [前営業日午前の値決め ]

先物は上海先物取引所、現物は長江有色金属提供

LME 相場は英国の冬時間期間中は時差の関係で入電が遅れ
ますので、午後配信の便に掲載します。

台風で甚大な被害を受けたフィリピン・ミンダナオ
島ダバオ州の町（１１日、ＡＦＰ＝時事）
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学生の髪形！
バンコク
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　　　　【インタビューインタビュー】
　　　売り上げ　　　売り上げ３倍、国内雇用国内雇用２倍＝展示会倍＝展示会、直販サイトで海外比率直販サイトで海外比率６割に割に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メトロール・松橋卓司代表松橋卓司代表

　「デジタルとアナログの両方使って世界に発信しなさい。今までは見
積もり１カ月、納品にさらに２カ月かかったのが（ネットを利用すれば）
１週間以内に納品まで完了する。 中小企業（の先行きは） すごく明る
い」。工作機械の「位置決め」をする精密スイッチを手掛けるメトロール
社（本社東京都立川市）の松橋卓司代表はこう語る。
　同社は今年２月に経済産業省から「中小企業ＩＴ経営力大賞経済産
業大臣賞」を受賞。８月には枝野幸男経産相も同社を視察に訪れた。
１９９８年から海外販売を始め、わずか十数年で海外売上比率を６割・
全社売上高を３倍に急成長させる一方、日本国内の雇用も２倍に伸ば
した経営手腕を聞いた。

　◇４カ国語対応のサイト
　「デジタル上に日本語、英語、中国語のホームページをつくりなさい。
インフラはそろっているんだから。できないのか？外注でもできる。こ
れをやらないと英語圏、中国語圏に会社が存在しないのと同じ」。松橋
代表は海外展開に及び腰な中小企業にこう訴えかける。事実、メトロール社のサイトはこの３カ国語
に加え、ドイツ語にも対応している。
　代表は「インターネットができてメーカーでも自分の製品を商社・流通を使わずに発信できるよう
になった。商社を通さなければ４０％価格が安くなり、１０％の円高などたいしたことはなくなる」と
語り、コスト面でも海外の顧客に直接訴えかける手法は有効だと指摘する。
　もちろん、営業はネット上だけではない。「日本で５回、中国５回、インド２回、世界中で年間２０回」。
これはメトロール社が商品展示会に参加した回数だ。「（展示スペースが）１コマでもいいから出して
いく」をモットーに世界中に自ら営業に赴く。支店を開設したばかりのインドでは「来年７回展示会
に出す」という。

　売り上げが伸びるのは、メトロール社の製品力がもとも
と高いからではないかとの指摘をよく受けるが、「そんなこ
とはない」と一蹴する。「（そもそも）オリジナリティーのあ
るものしか売れない。ニシキゴイを世界中の金持ちに売り
まくっている人が９８年にはもう新潟県にいた。１００％自
分の会社と同じビジネスはないが、（成功している企業のや
り方を）自分のビジネスに応用して考えないといけない。そ
こが天国と地獄の分かれ目だ」と、製品力の優劣を問う以
前に、海外に売り込むための基本的な努力を怠っている企
業が多いとの見方を示す。
　メトロール社がホームページの他に運営している直販サ
イトでは製品を１個から販売しており、決済はクレジットカー

ド、納品も迅速に行う。「国際宅配便を使うとロサンゼルスからニューヨークに送るよりも東京から
ニューヨークの方が早い」と指摘する。展示会やインターネットサイトを通じて開拓した取引先は中東
やアフリカも含め既に６０カ国以上に及ぶ。
　フェイスブックも始めたところ、多くの顧客が登録し、メトロール社の製品を利用している作業場の
写真などを投稿してきてくれているという。１万６０００人の日本人顧客向けに発行しているメールマ
ガジンも年内に英語版を創刊する予定で、順次、中国語、ドイツ語にも対応していく。
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続伸＝続伸＝０．５８０．５８％高％高〔クアラルンプール株式クアラルンプール株式〕（１１〕（１１日）
　【香港ＡＦＰ＝時事】１１日のクアラルンプール株式市場の株価は続伸。クアラルンプール総合株価指数（Ｋ
ＬＣＩ）は、前日終値比９．４２ポイント（０．５８％）高の１６４１．５７で終了した。
　通信大手アシアタ・グループが２．３％高の６．３３リンギ。携帯電話最大手マキシスは１．５％高の６．６０リ
ンギ。政府系電力会社のテナガ・ナショナルは０．６％安の６．９２リンギ。

産業

レアアース製錬は残留物の国外持ち出しが条件＝違反すれば操業停止－政府レアアース製錬は残留物の国外持ち出しが条件＝違反すれば操業停止－政府
　【クアラルンプール時事】マレーシアのムスタパ通産相ら４閣僚は１０日、オーストラリアのレアアース（希土
類）開発会社ライナスがマレーシアのパハン州ゲベンに建設したレアアース製錬所について共同声明を発表し、
同製錬所に対して発行した仮操業免許（ＴＯＬ）は、処理を通じて生じた残留物と同残留物を原料とする製品
の全て国外に持ち出すことが条件だと改めて指摘した。４閣僚はライナスが条件を守らなければ、原子力免
許委員会がＴＯＬを停止または破棄し、直ちに操業を停止を命じる権限を持つと明言した。

　

　◇海外人材確保が課題
　メトロールは直販サイト、展示会に続いて、海外販売拠
点の開設にも動いている。既にできたのは中国 （上海）、台
湾、インド（バンガロール）の拠点だ。生産拠点は日本に集
中させている。商社を外したことでコスト削減は既にできて
おり、製品が少量多品種のため、海外で安い人件費で大量
生産、といったよくあるスタイルは向かないためだ。日本の
みに生産拠点があることで、ある国で需要の落ちた製品を
他の国に振り向けるといった「生産調整」がしやすいメリッ
トもあるという。海外展開を進めているにもかかわらず、日
本国内の雇用が伸びているのはこのためだ。
　中国では尖閣諸島の領有権問題で日中関係が緊張しているが特に売り上げは落ちていない。代表
は 「（製品が） 民生用じゃないから。あの最中に中国で中国人１００人の前で製品説明会をした。（彼
らは）スマホを早くつくりたい。原料や部品は（高性能の海外製品を排除すると）その国の製品がお
かしくなる」と「反日」を免れた理由を説明する。
　現地に拠点を構えるメリットは「最終ユーザーが欲しい製品がわかる」ことだ。「（中国では）１０
年前は国営企業の大きな工作機械が主流、その後、高速で稼働する中型の工作機械、今はスマホの
ガラスを加工する小型の機械。３年ごとに売れる機械が変わるので、（機械につける）スイッチも変
わる」と説明する。
　そうしたニーズを把握する上で重要になるのが現地人材の活用だ。「中国人は中国人にしか本音を
言わない」 ためだ。ただ、会社をすぐに辞めたりしない「しっかりとした人」を採用するのはなかなか
難しく、知り合いの紹介に頼っているのが現状だ。台湾とインドでも状況は似ているほか、海外で活
躍できる日本人人材も不足しており「いつも探している」という。
　採用した人材は家族のように扱う。「アジアの企業はファミリー企業で、経営者一族と使用人とい
う関係。日本の中小企業は経営者も一体となって人間としての信用をベースに関係を構築する。それ
が日本の中小企業の最大の強みだ」と松橋代表は強調する。「会社の中にヒューマンネットワークが
ある。中国、台湾、インドの社員もしょっちゅう研修で日本にきている」。
　松橋代表の自信に満ちた顔つきはそうした「グローバル中小企業」として成功している自負が感じ
られ、確かに日本の中小企業の先行きは明るいのかもしれないと思わされた。


